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☆第2土曜日の作業
3月の作業日はいいお天気でした！と言いた

いところですが、空がぼんやりとかすんでいる
日でした。春の風情のかすみも、最近は喜んで
もいられませ
んね。黄砂と
花粉だけでな
く 2.5も飛PM
んでいるとい
う話で、花粉
症の人もそう
でない人もと
てもﾏｽｸ率の高い作業日になりました。

観察会はｶﾜﾑﾗの担当です。今年は開花が遅か
ったｳﾒがようやく咲いたので、3本のｳﾒを中心
に森を歩きました。ｳﾒにたどり着く前に、まず
は水辺のﾌｷﾉﾄｳの観察。ﾌｷﾉﾄｳは顔を出したもの
の、そのあと寒い日が続いたのでなかなか開か
ないままでした。1本目のｳﾒはﾊﾘﾖ池近くで、こ
こが1番開花が遅いのでまだ蕾でした。そこか
ら駐車場のﾎﾄｹﾉｻﾞやｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘも眺めつつ、2本
目はﾊﾁｸの林の中の紅梅です。紅梅はﾋﾟﾝｸのか
わいい花を咲かせていました。ところで、紅梅
と白梅の区別は花の色ではなく幹や枝の断面の
色で判断するそうです。花の色がﾋﾟﾝｸでも断面
が赤くなければ分類としては白梅になります。
ではこの紅梅は？というと、昨年枝を切った時
に断面は赤くなかったそうなので、これは白梅
ということになるかもしれません。白梅と一口
に言ってもたくさんの系統があり、ﾋﾟﾝｸの花の
種類も数多くありますので、きっとそのうちの
どれかなのだろうと思っています。3本目のｳﾒ
がﾒｲﾝとなるｹﾔｷの林に咲くｳﾒです。こちらはだ
いぶ花の数も増えてきた頃合いで、いい香りが

。 、漂っていました ｳﾒの歴史をざっと解説すると
原産地は中国の雲南省、四川省、ﾁﾍﾞｯﾄの山岳
地帯だといわれており、紀元前2000～4000年前
には栽培されていたといわれています。日本に
は奈良時代に入ってきたそうで、初めは白梅だ
けでした。遅れて平安時代に紅梅も入ってきま
したが、紅梅も普及するのと同時に、ｳﾒは木の
主役の座をｻｸﾗに奪われていきました。今でも
「花見」といえばｻｸﾗを指しますね。具体的に
は、天皇の御前にあった「左近のｳﾒ」が「左近
のｻｸﾗ」に変わってしまったという事例があり
ます。といっても、菅原道真の飛梅伝説(梅を

ｳﾒの観察会。ｳﾒには歴史があります

愛好していた
道真が太宰府
に左遷された
時に、道真を
慕ってｳﾒの一
枝が太宰府ま
で飛んでいっ
た と い う 伝
説)など、ｳﾒ
にまつわる話
はたくさん伝
わっているので、ｳﾒ
も完全に忘れられた
わけではないようですね。清少納言も紀貫之も
紅梅を愛していたそうです。これからどんどん

、 。いろんなお花が咲いていくので 楽しみですね
さて今月の作業は、竹林整備、ｱﾗｶｼのひこば

え管理、昼食つくりでした。まずは竹林整備で
す。東北はものすごい雪でしたが、この辺りは

、 、それほど降らず 春のべちゃ雪もなかったため
それほど竹は折れなかったのですが、元々南方
の植物である竹は積雪地域にはつらいものがあ
るようです。雪で折れ曲がっている竹をきって
いくと、大きな空間ができてしまい、伐りすぎ
たかな…とちょっと反省です。春にﾀｹﾉｺが生え
てくるのを待つばかりです。

ｱﾗｶｼのひこばえ管理は、冬でも葉っぱをつけ
ている常緑樹のｱﾗｶｼが増えすぎないよう、切り
株から生えているひこばえの伐採をしました。
ｱﾗｶｼはこの森で一番たくさん見られる常緑樹
で、高さ十数ﾒｰﾄﾙに育っている大きなものもあ
ります。伐っても切り株からひこばえが生えて
きやすい木で、森を暗くする原因となっていま
すから、保全作業で伐採する代表的な樹種の一
つです。伐ったひこばえは、ﾁｯﾌﾟにしたり、子
どもたちのｲﾍﾞﾝﾄで使用する予定です。

別働隊で、山田棟梁による棚づくりもありま
した。2×4材とｺﾝﾊﾟﾈで使いやすい棚があっと
いう間に完成しました。これでまた作業小屋が
一段と使いやすいものになりました。

昼食はいつものｽﾀｯﾌが不在でしたが、ﾍﾞﾃﾗﾝﾒ
ﾝﾊﾞｰがおいしい炊き込みご飯を炊いてくださ
り、それを彩るおかずは若手が奮闘して作りま
した。旬の菜の花と鶏の和え物、定番になりつ
つある白菜の重ね煮、ｷｬﾍﾞﾂのｺｰﾙｽﾛｰｻﾗﾀﾞなど
がなんとか仕上がり、昼食班も一安心でした。

たき火でごはんつくったよ！

4月の作業日は

9時～(遅刻可)4月13日(第2土曜日)、24日（第4水曜日）
遊林会の作業会議「森の居酒屋」は4月10日 午後7時頃～
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。 （ ）人で活動 この日は丸太枠組み解体 下記参照
の続きとして、前回よりさらに太い丸太の掘り
起こしと玉切りを行いました。この作業は力仕
事が主になるのですが、第4水曜には女性の参
加もあり、女性向けの繊細な（ )作業として交?
流広場でｶｼのひこばえ退治も行いました。

交流広場は、1998年に遊林会が活動を始めた
所で、藪に覆われていたこの場所で常緑樹の伐
採や落ち葉かきを集中して行ってきた結果、数
少なかったｼｭﾝﾗﾝが今では多数生育するように
なったり、様々な落葉樹が生育してくるなど、
多様な植物が生育する場となっています。しか
し気付けば、初期の頃に伐採したｱﾗｶｼの切り株
から伸びてきたひこばえが相当な大きさに育ち
再び藪のようになりかけていたため、今回の作
業に至りました。わずか3人での作業で、まだ
少し切り残しもありますが、やるとやらないと
では大違い、だいぶすっきりしました。

昼食は、今日で作業を終えるｽﾀｯﾌのためにと
華やかなちらし寿司、丁字府の辛子和え、魚の
あんかけ、かき玉汁など豪華。和気あいあいと
おいしくいただきました。

丸太解体作業は午前中に終わり、午後からは
解体した丸太の中でも比較的状態の良いものを
ﾍﾞﾝﾁにしようと帯鋸で切断する作業を行いまし
た。12年以上も放置されていた丸太を、ﾍﾞﾝﾁと
してよみがえらせる作業を今後行います。

☆3月の木ままクラブ
気軽に気ままに木曜日に活動する木ままｸﾗﾌﾞ。
14 7人 この森の整備が始まった12～13年3/

前 大量に生えていた竹を業者が伐採してﾁｯﾌﾟ、
にしたのですが、当時立ち枯れていたｽｷﾞを伐
採し、5m四方の井桁に組んで竹ﾁｯﾌﾟを集積す
る場所としました。その丸太枠組みが役割を
終え長い間放置されていたので、これを掘り
起こす作業をしました。重労働の末に出てき
た丸太は、十数年放置されていた割に芯（心
材）部分は腐っておらず、ﾍﾞﾝﾁでも作ろうか
…ということになりました。とりあえずこの
日は2つの枠のうち1つ解体を終えました。
4月は18日が活動日です

☆河辺いきものの森ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
春は出会いと別れの季節。2名のｽﾀｯﾌが森を

去ります。それぞれのｺﾒﾝﾄを掲載します。
「2年間お世話になり、本当にありがとうござ

。 、 、いました 森の植物や生き物のことから 工作
子どもとの関わりまで、本当にたくさんのこと
を学ばせていただきました。これからも作業日
に遊びに来れたらと思っています！(河村)」
「1年間お世話になり、ありがとうございまし
た。森で植物のこと・生き物のことを学んだこ

とによって、家の近くにもこんなものがといつ
もの日常に色がつきました。次の職場も子ども
と関わる仕事なので、森での経験を生かしてい
きたいです （西村 」。 ）

子どもたちにも遊林会のみなさんにも人気の
2人がいなくなるのは、森にとっても淋しいこ
とです。残りのｽﾀｯﾌと4月から新たに加わる2人
のｽﾀｯﾌで、2人の分もがんばっていきます！2人
ともお疲れ様でした。

☆2013年度モリイコ！
4歳～小学3年生の子どもが1年に10回、森で

様々な活動を行うモリイコ！は、何とか経費的
に2013年度も実施できそうです。2013年度は定
員30人の「モリイコ！」に131名、定員20名で
モリイコ！経験者のみ応募できる「モリイコ！
」に32名の応募があり、改めて人気の高さをS

実感しました。一方で、抽選により多くの方が
参加できなくなるという現実があります。参加
できない子どもたちのためのｲﾍﾞﾝﾄも実施し、
多くの子どもたちに森の楽しさを体験してもら
えるよう準備を進めています。
＊モリイコ！の活動の様子はﾌﾞﾛｸﾞ『モリイコ隊活動記』でご覧になれます。

☆春休みはじまる
春休み、森では人気ｲﾍﾞﾝﾄが目白押し。3月は

「 」、「 」大きな木と遊ぼう！ 春の森でﾃﾞｲｷｬﾝﾌﾟ！
がありました 「大きな木と遊ぼう！」は、午。
前に高学年の子どもたちが森の中に一から作っ
た遊び場で 午後から低学年の子どもが遊ぶｲﾍﾞ、
ﾝﾄです。高学年ﾁｰﾑはﾍﾙﾒｯﾄをかぶって生えてい
る竹を伐るところから始め、それぞれ作るもの
に合わせて長さを切り、ﾛｰﾌﾟを使って遊び道具
を作っていきます。ﾊｲｼﾞのﾌﾞﾗﾝｺと呼んでいる
長さ7ｍくらいの巨大ﾌﾞﾗﾝｺや、長い竹にぶら下
がって渡る「消防士 、そして通常の2倍以上は」
あるｼｰｿｰなど、この日だけの特別な遊び場をつ
くって思いっきり遊びました。
「ﾃﾞｲｷｬﾝﾌﾟ」は1～3年生が対象、子ども同士が
協力してたき火でご飯を作ったり様々なお題に
挑戦していくものです。最初の難関はたき火。
ご飯とｽｰﾌﾟを作るため、ﾏｯﾁで火をつけ、米が
炊けるくらいの強火まで火をおこします。風で
ﾏｯﾁが消えないように仲間の手で壁を作るのがﾐ
ｿです。協力を重ね、火の番、味見、苦労して
作ったご飯はどれも完売！午後からは森にで
て、いろんなお題に挑戦していきました。

☆4月の作業は…
作業には良い季節。のんびり下刈りをしたり

籔に入ったり…春の森を楽しみましょう！
容器やコップは数に限りがあります。食器の

持参をお願いします！
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